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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第14期
第１四半期
連結累計期間

第15期
第１四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

営業収益 (千円) 1,964,442 1,775,581 6,721,917

経常利益 (千円) 693,601 543,494 1,462,212

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 445,512 355,254 880,333

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 420,587 361,757 876,462

純資産額 (千円) 4,616,719 5,387,141 5,146,846

総資産額 (千円) 50,021,213 64,047,388 61,511,749

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 76.99 57.82 149.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 73.19 57.60 143.85

自己資本比率 (％) 9.2 8.4 8.3
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策等により企業業績や雇用環境の改善傾向が

続き、緩やかな回復基調となりましたが、米国や欧州の政治動向などを背景に、依然として先行きが不透明な状

況が続いております。

　こうした環境のもと、当社グループの関連する外国為替市場におきましては、米国や欧州の政治動向の不安材

料からリスクオフの傾向となり、低調な為替変動率となりました。

このような状況の中、当社グループは、為替変動率が低調な状況でも安定した収益が確保できるよう、カバー

取引の効率化を図り、取引単価の改善に努めました。また、顧客の多様なニーズに対応するため、新しいトレー

ドツール「LION FX C2」及び「LION FX HTML5版」をリリースするとともに、既存システムのバージョンアップも

行いました。

その結果、当第１四半期連結会計期間末の顧客口座数は、446,575口座（前連結会計期間末比2.5％増）とな

り、顧客預り証拠金は47,026,431千円（同1.8％増）となりました。また、当第１四半期連結累計期間の外国為替

取引高は１兆737億通貨単位（前年同四半期比17.4％減）となりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は1,775,581千円（前年同四半期比9.6％減）、営業利益は

558,570千円（同21.6％減）、経常利益は543,494千円（同21.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

355,254千円（同20.3％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

①　資産

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して2,535,639千円増加して、

64,047,388千円となりました。これは主に外国為替取引顧客分別金信託が4,351,000千円増加した一方で、現金及

び預金の減少1,056,260千円及び外国為替取引顧客差金の減少1,482,365千円等により流動資産が2,512,077千円増

加したことによるものです。

　

②　負債

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比較して2,295,343千円増加して、

58,660,246千円となりました。これは主に顧客入金の増加による外国為替取引預り証拠金の増加840,866千円、外

国為替取引顧客差金の増加1,578,223千円等により流動負債が2,269,103千円増加したことによるものです。

　

③　純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して240,295千円増加して、

5,387,141千円となりました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の発生により利益剰余金が226,231

千円増加したことによるものです。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,124,000

計 18,124,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,224,000 6,224,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
100株

計 6,224,000 6,224,000 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、平成29年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

― 6,224,000 ― 845,118 ― 389,198
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 80,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,141,600
 

61,416 ―

単元未満株式 普通株式 2,400
 

― ―

発行済株式総数 6,224,000 ― ―

総株主の議決権 ― 61,416 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己保有株式が次のとおり含まれております。

自己保有株式 81株

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ヒロセ通商株式会社

大阪市西区新町一丁目
３番19号MGビルディング

80,000 ― 80,000 1.28

計 ― 80,000 ― 80,000 1.28
 

(注)上記の他に単元未満株式として自己株式を81株所有しております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,888,764 6,832,504

  外国為替取引顧客分別金信託 39,805,000 44,156,000

  外国為替取引顧客差金 7,552,661 6,070,295

  外国為替取引顧客未収入金 237,222 305,172

  外国為替取引差入証拠金 5,089,272 5,419,762

  外国為替取引自己取引差金 59,581 641,492

  外国為替取引自己取引未収入金 227,935 44,639

  貯蔵品 43,246 41,214

  未収入金 30,472 58,560

  未収還付消費税等 182,052 77,518

  前払費用 39,385 41,419

  繰延税金資産 34,235 24,786

  その他 12,433 975

  流動資産合計 61,202,263 63,714,341

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 87,896 86,392

   車両運搬具（純額） 4,874 5,167

   器具備品（純額） 18,795 17,542

   有形固定資産合計 111,567 109,101

  無形固定資産   

   ソフトウエア 79,317 123,193

   ソフトウエア仮勘定 38,232 19,980

   その他 246 246

   無形固定資産合計 117,796 143,420

  投資その他の資産   

   長期前払費用 2,250 2,122

   繰延税金資産 37,338 37,187

   差入保証金 31,383 31,249

   その他 17,703 17,619

   貸倒引当金 △8,553 △7,653

   投資その他の資産合計 80,122 80,525

  固定資産合計 309,485 333,047

 資産合計 61,511,749 64,047,388
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  外国為替取引預り証拠金 46,185,564 47,026,431

  外国為替取引顧客差金 435,589 2,013,813

  外国為替取引顧客未払金 1,269,637 1,532,623

  外国為替取引自己取引差金 254,965 2,345

  外国為替取引自己取引未払金 13,682 150,301

  短期借入金 5,883,600 5,732,000

  1年内返済予定の長期借入金 500,000 500,000

  未払金 325,532 366,151

  未払費用 40,884 42,517

  未払法人税等 350,477 190,779

  賞与引当金 50,767 42,742

  その他 59,146 39,245

  流動負債合計 55,369,849 57,638,952

 固定負債   

  退職給付に係る負債 39,546 40,843

  役員退職慰労引当金 944,933 969,757

  資産除去債務 10,574 10,693

  固定負債合計 995,053 1,021,293

 負債合計 56,364,902 58,660,246

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 845,118 845,118

  資本剰余金 408,228 408,228

  利益剰余金 3,898,690 4,124,921

  自己株式 △26,446 △26,506

  株主資本合計 5,125,589 5,351,760

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △1,292 5,210

  その他の包括利益累計額合計 △1,292 5,210

 新株予約権 22,549 30,170

 純資産合計 5,146,846 5,387,141

負債純資産合計 61,511,749 64,047,388
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

営業収益   

 外国為替取引損益 1,960,601 1,772,646

 外国為替取引受取手数料 454 －

 その他の営業収益 3,386 2,935

 営業収益合計 1,964,442 1,775,581

営業費用   

 販売費及び一般管理費 1,251,841 1,217,011

営業利益 712,600 558,570

営業外収益   

 受取利息 530 693

 貸倒引当金戻入額 861 164

 助成金収入 256 406

 その他 11 298

 営業外収益合計 1,660 1,563

営業外費用   

 支払利息 18,611 16,243

 為替差損 1,796 179

 その他 252 216

 営業外費用合計 20,659 16,640

経常利益 693,601 543,494

特別損失   

 固定資産除却損 － 166

 特別損失合計 － 166

税金等調整前四半期純利益 693,601 543,327

法人税、住民税及び事業税 225,879 178,473

法人税等調整額 22,209 9,599

法人税等合計 248,089 188,073

四半期純利益 445,512 355,254

親会社株主に帰属する四半期純利益 445,512 355,254
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 445,512 355,254

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △24,925 6,503

 その他の包括利益合計 △24,925 6,503

四半期包括利益 420,587 361,757

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 420,587 361,757
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 15,858千円 17,914千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 92,496 16 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 129,023 21 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、外国為替証拠金取引事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重

要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

当社グループの事業セグメントは、外国為替証拠金取引事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重

要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

当第１四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度末(平成29年３月31日)

１．ヘッジ会計が適用されていないもの

　

通貨関連

　(単位：千円)

区分
デリバティブ取引
の種類等

契約額等
時価(注) 評価損益

 うち１年超

市場取引
以外の取引

外国為替証拠金取引     
(顧客)     
売建  141,053,616 ― 5,644,855 5,644,855

買建 48,717,752 ― 1,472,216 1,472,216

合計 ― ― 7,117,071 7,117,071

外国為替証拠金取引     
(カウンターパーティ)     
売建  8,197,534 ― 24,089 24,089

買建  93,017,305 ― △219,473 △219,473

合計 ― ― △195,383 △195,383
 

(注)　時価の算定方法　外貨建の契約額に連結会計年度末の直物為替相場を乗じて評価した想定元本から、契約額を

差し引いた金額により算定しております。

　

２．ヘッジ会計が適用されているもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期連結会計期間末(平成29年６月30日)

１．ヘッジ会計が適用されていないもの

対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

通貨関連

　(単位：千円)

区分
デリバティブ取引
の種類等

契約額等
時価(注) 評価損益

 うち１年超

市場取引
以外の取引

外国為替証拠金取引     
(顧客)     
売建  126,784,285 ―  1,117,462  1,117,462

買建  79,576,464 ―  2,939,019  2,939,019

合計 ― ―  4,056,482  4,056,482

外国為替証拠金取引     
(カウンターパーティ)     
売建  30,255,940 ― △43,349 △43,349

買建  72,272,263 ―  682,496  682,496

合計 ― ―  639,146  639,146
 

(注)　時価の算定方法　外貨建の契約額に当第１四半期連結会計期間末の直物為替相場を乗じて評価した想定元本か

ら、契約額を差し引いた金額により算定しております。

　

２．ヘッジ会計が適用されているもの

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ヒロセ通商株式会社(E32109)

四半期報告書

13/17



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 76円99銭 57円82銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 445,512 355,254

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

445,512 355,254

普通株式の期中平均株式数(株) 5,786,538 6,143,929

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 73円19銭 57円60銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 300,410 24,056

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月９日

ヒロセ通商株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 　公認会計士  　 大竹　新　   ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 　公認会計士   　美馬　和実   ㊞

 

　

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒロセ通商株式

会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒロセ通商株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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